
令和元年度「資質・能力育成研究会（評価問題研究部門）」 

評価問題（入試レベル） 

 

□1  三平方の定理の拡張 

□1 の問題の流れ 

 (1) 三平方の定理と証明の概要を記述型問題で確認した問題。 

 (2) 三平方の定理の証明は中学校の分野であるが，高校になってその証明法が定着している生徒は少ない。そこで，会話形

式の問題を選択肢によって構成した。 

 (3) 三平方の定理を拡張して，余弦定理を導く問題。(2)の証明を参考にして論理を展開し，正方形の面積の和から，長方形

を引くことによって余弦定理を導くことになる記述型問題。 

 

 

□2  パスカルの定理の拡張 

□2 の問題の流れ 

  パスカルの三角形を見て，自分で違う法則を付け足したパズル的要素のある問題。まず，具体的な計算から求めさせてい

る。次に「パスカルの三角形」と「積和の三角形」の性質を具体的な数から予測させる。そして，積和の三角形の数を取り出

し，ある法則によって並べるとできる数列を求めさせている。最後にパスカルの三角形が平面であるということを，立体に

発展させ，(a＋b＋c)n を表現する方法を，具体的な計算から表現が困難であることを見つけ，立体内部へ表現する方法へ発

展させている記述型問題。 
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（2）図形と計量 

 ア 次のような知識及び技能を身に付け

ること。 

 (ｳ) 正弦定理や余弦定理について三角形

の決定条件や三平方の定理と関連付け

て理解し，三角形の辺の長さや角の大き

さなどを求めること。 

 数学的な問題解決に必要

な知識。 

数学における基本的な法

則を導く方法の理解。 

 数学における基本的な概

念や原理・法則の体系的理

解。 

 

 解決過程を振り返るなど

して概念を形成したり，体系

化したりして，統合的・発展

的にに考えた結果を数学的

に表現することが出来る。 
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（3）数学と人間の活動 

 イ 次のような思考力，判断力，表現力を

身に付けること。 

 (ｱ) 数量や図形に関する概念などを，関

心に基づいて発展させ考察すること。 

(ｲ) パズルなどに数学的な要素を見出

し，目的に応じて数学を活用して考察す

ること。 

 数学における基本的な概

念や原理・法則の体系的理

解。 

 事象を数学化したり，数学

的に解釈したり，表現・処理

する技能。 

数学の事象から特徴を捉

え，数学化することができ

る。 

数学的な事象から得られ

た結果を基に，拡張・一般化

することができる。 


